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医療における-チミツの復権

ハチミツが薬として利用されていたことは文

字で書かれた最古の記録類にも見うけられる

(Ransome,1937).それによれば,多くの古代

民族の医者は,非常に広範囲の病気に-チミツ

を処方していたらしい.-チミツはその後も民

間療法では用いられ続けてきたが,最近になっ

て,専門医療においても-チミツは ｢復活｣し

つつある.JournaloftheRoyalSocietyof

Medicine(英国王立医学会誌)に掲載された論

読(ZumlaandLulat,1989)には｢混ざりものの

ない,純粋なハチミツの治療利用の可能性は,

まるで理解されていない.ハチミツは広く世界

中で入手できるものであり,その特性の個々の

作用については未解明な点も残され,今後の研

究が必要ではあるものの,医療の中で,伝統的

な治療薬であるという盲信を取り払い,正しく

認知する時に来ている｣という意見が述べられ

ている.いくつかの実例をここで挙げてみたい.

現代医療におけるハチミツ利用

医学雑誌に掲載された事例から

Cavanaghetal.(1970)は外陰部除去手術

後のハチ ミツ被覆による創傷消失について 12

症例を報告している.この創傷は場所がら感染

を完全に防ぐことが難しいが,ハチミツ利用で

3-6日間無菌状態を保ち,清浄で健全な肉芽

の形成 (治癒)が見られた.放射線で死滅した

正常細胞の外科的切除も最低限でよく,通常は

必要とされる皮膚移植も不要であった.-チミ

ツは刺激がなく,抗生物質の局所塗布よりも効

果が大きく,入院期間も通常の7-8週間から

3-4週間に短縮できた.

Efem (1988)は,通常医療では1-24か月
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治癒に至らなかった創傷および皮膚潰痕の治療

にハチミツを用いた59の臨床例を報告 してい

る.創傷は,-チミツ使用後 1週間で無菌状態

になり,異臭が抑えられた.膿および壊痘組織

は自然に分離 し,痛みもなかった.腫脹や リン

パ液の溶出は急速に治まり,新生組織の発達が

早く創傷は回復した.ハチミツはいっさいの副

作用をもたらさなかった.

Efem (1993)は壊死性筋膜炎化した状態の

プルニエ壊症について,外科手術を行わず,逮

日ハチミツの塗布を行った20の症例を,感染

組織を外科的に処置し,抗生物質による治療を

行った同様の症状 21例と比較 している.結果

はいずれも快方に向かったが,ハチミツを用い

た方が回復が早く,1週間以内に無菌状態にな

り,また外科的形成手術の必要がなかった.

Subrahmanyam (1991)は,火傷の被覆剤

にハチミツまたは銀スルファジアジンを用いた

症例を任意抽出比較試験によって調べている.

銀スルファジアジンは火傷の感染予防 ･防止の

ために最もよく処方されている薬品である.こ

れを用いた場合,治療後 7日以内に火傷に感染

症を生 じた患者が7%に遷した.一万,-チミ

ツを用いた患者の91%は7日以内に火傷部が

無菌状態になった.ハチミツでは壊死した組織

の除去,悪臭の抑制が観察された.健康な肉芽

形成もハチミツの方が約 2倍早 く,皮膚の形成

も早かった.また-チミツは痛みを和らげ, リ

ンパ液の溶出も抑え,刺激も少なかった.さら

に疲痕や痘綿の発生率も低かった.

-チミツを創傷治療に用いた臨床例に関する

論文の詳細な総説 (Molan,1998)には,-チ

ミツを創傷治療の被覆剤として用いた臨床例,
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治験例,および動物実験から,説得力のある一

連の証拠を集めてある.

創傷治療以外の治療にハチミツを用いた報告

は別の総説 (Molan,1999)でとりまとめてあ

り,この中では歴史的な,あるいは伝統的な-

チミツの薬としての利用についても述べてあ

る.この中から現代医療における報告例を次に

いくつか示す.

HaffejeeandMoosa(1985)は胃腸炎で入

院した乳幼児-のハチミツの効果を調べてい

る.ここでは水分補給のための電解質溶液に加

えるブドウ糖の代わりに-チミツを用いた.細

菌感染による下痢症状の期間は,ブドウ糖では

93時間であったが,ハチミツでは58時間にな

り,有意な短縮が見られた.

Salem (1981)は消化不良の45症例につい

て,一日3回食前に30mLの-チミツを与え

る以外のいっさいの投薬治療をしなかった.消

化性潰虜からの出血が便中に見られたものは,

ハチミツ投与前の37人から投与後は4人にま

で減った.消化不良は41人から8人に,内視

鏡による胃炎または十二指腸炎が見られたもの

は24人から15人に,同じく内視鏡によって

十二指腸潰痕が観察されたものは7人から2

人に減少した.

Emarah(1982)は種々の眼疾患,例えば角

膜炎や結膜炎,眼睦炎などで通常の治療が有効

ではなかった102症例について,ハチミツを用

いた治療を試みた.ハチミツを下眼険に眼科用

軟膏を適用するように処置したところ,85%の

患者で改善が見られ,残りの15%の患者でも

悪化は見られなかった.ハチミツを施与した直

後の痛みや充血は見られたが,いずれの場合も

治療を中止するほどではなかった.

社会的に薬として認知される

ハチミツを目指して

このように,-チミツの治療効果に関しては

多くの臨床報告がある.それにもかかわらず,

開業医には,近代医療における薬品としてハチ

ミツを見なす価値があるという意見に耳を貸さ

ない傾向がある.ArchivesofInternalMedi一

cine(内科医学雑誌)の論説記事 (Soffer,

1976)では｢役にも立たないが害にもならない

物質｣という分類にハチ ミツを位置づけてい

る.他の医療専門家 (Editorial,1974;Condom,

1993)ち,-チミツの治療効果に関する合理的

な説明を示した研究に明らかに気付いていな

い.また多くは,ハチミツの治療効果は,その

高い糖度による浸透圧のせいであろうと片づけ

ている(SeymourandWest,1951;Keast-But-

ler,1980;Mossel,1980;Bose,1982;Green,

1988;Somerfield,1991;Tovey,1991;Condon,

1993).そこには ｢万能薬｣と噂されるすべて

の薬に対する医療専門家の積年の疑いと,今日

喧伝されている ｢代替薬品｣への過剰な期待に

対する不信感がある.したがって多くの開業医

は,製薬会社が作る薬品に対するよりもさらに

高度な効果基準を-チミツに求めてしまう.

Quen(1975)は,その効果に関して合理的

な説明がない薬品の試験が行われていることに

関して倫理的な観点から,｢時期尚早に受け入

れるのも,反対するのも,どちらも等しく非科

学的である｣との意見を述べている.世界的に,

薬の効果的根拠を明確にするという流れがあ

り,この点では-チミツの利用に関して,もっ

と臨床試験を行ない,懐疑論者が否定できない

ような春吉黒を得ることが重要である.しかし,

このような臨床試験を行うためには,医療関係

者の興味を得なければならず,知られているよ

うな効果をなぜハチミツが有するのか合理的な

説明をっけなければならない.ハチミツがなぜ

そのような治療効果を及ぼすかについて説明し

ている実験結果はMolan(2001b)にもまとめ

てある.ただ,医療関係者が治療剤としての-

チミツに関心を寄せるようになるのにはさらに

時間がかかっている.これは次の引用によく言

い表されているだろう.日く ｢先入観は時間を

節約する.それはわざわざ真実を突き止めるま

でもなく人に意見を持たせることができる｣

(AustralianBeeJournal,1944,1月).人々

を事実に気付かせるためには多大な啓蒙活動が

必要であった.加えて,医学雑誌 (Molan,

1998;MolanandBetts,2000;Molanand



Cooper,2000;Molan,2001a)や看護士向け

の専門雑誌 (Molan,2000;BettsandMolan,

2001;MolanandBetts,2001)に関連情報の

記事を掲載するだけでなく,医学関連学会では

10の学術論文が発表された.医療関係者を対

象にした14の講演,地域住民を対象とした41

の講演会が催され,テレビの科学 ･医療番組は

5本製作された.一般向けの新聞や雑誌に16

本の記事が掲載,テレビニュースでは20,活字

媒体やインターネット向けには112のインタ

ビューが行われた.いずれも多くの国に波及し

た.同じように-チミツの治療効果に関する情

報を提供するためのウェブサイトも立ち上げら

れた (httpノ/honey.bio.waikato.ac.nz),

これらすべての教育的機会を通じて,人々に

-チミツにはよい治療効果があるというだけで

なく,むしろ,現在もっとも多くの証拠が見つ

かっている創傷の治癒を背景説明として用い

て,-チミツがなぜその治療効果をもっている

のかという点が強調されてきた.

創傷治療とハチミツの生理活性

創傷,特に感染がひどく治癒の困難な場合の

治療に-チミツがそのようによい効果を示すの

には多くの理由がある,詳細は別途まとめたも

のがあるが (Molan,2001b),ここで概略を示

しておきたい.

ハチミツの物理性も,創傷被覆における効果

に関してはそれなりの役割を果たしている.-

チミツの粘性は創傷表面に交叉感染を予防する

防御壁を築く.また高い浸透圧は組織から溶出

する体液を吸収し,治癒のための適切な水分環

境を作り出す.創傷の水分が適切に保たれるこ

とによって,組織の成長が遅れることなく,最

適な治癒に至る.線維芽細胞は傷を囲むように

持ち上がり,上皮細胞は皮膚表面レベルまで成

長して,このためくぼんだ疲痕を作ることがな

い.また,被覆が薄まったハチミツの層の上に

乗った状態になるため,傷に貼りついてしまわ

ない.そのため,被覆材を交換するときにも痛

みがなく,新生した組織がはがれることもな

い.浸透圧による水分の排出は文字通り ｢排水
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溝｣の役目を果たし,傷中の組織から細菌感染

によってもたらされる有害物質を洗い流す働き

もする.さらに,-チミツの糖は創傷の不快な

臭いを急速に取り除く効果が知られている.こ

れは細菌がアミノ酸よりもブドウ糖を好んで利

用することにより,不快臭のもととなるアミン

頬やメルカプタン類の代わりに酪酸が生成され

るためである.

創傷において,細菌増殖の温床となっている

死んだ細胞と線維素の凝B]塊を接着し,創傷組

織中のプロテアーゼによって消化遊離させ,は

がれやすくする壊死組織の自己消化作用が,-

チミツが創傷を急速に清浄にする注目すべき効

果である.これは,浸透圧による排水とハチミ

ツの生理活性によっている.-チミツはグルコ

ースオキシダーゼという酵素を含んでおり,ハ

チミツが希釈されるとこの酵素が活性化し,過

酸化水素を生成する(Molan,1992).この低濃

度の過酸化水素によって酸化されることで,タ

ンパク質分子は立体配位が変化する.立体配位

の変化は,そのタンパク質の活性の転換,すな

わち活性化あるいは不活性化につながる.創傷

中には2種類のタンパク質分解酵素が含まれ

ている.ひとっはマトリックス金属タンパク質

分解酵素 (Murphyetal,1982)で,もうひと

つは好中球が生成するセ リンプロテアーゼ

(Tonneseneta1.,1988)である.セリンプロ

テアーゼは常態では阻害物質が存在するため不

活性であるが,過酸化水素がこの阻害物質を不

活性化するため,この酵素 は活性化する

(Ossannaeta1.,1986).金属タンパク質分解

酵素は常態で不活性な分子配位となっている

が,やはり過酸化水素によって配位が変化し,

活性化する (Weisseta1.,1985;Peppinand

Weiss,1986).

同様の転換機構は細胞の核内の転写因子の活

性にも見られる.過酸化水素が体内の種々の細

胞に対して細胞増殖を促進する因子であること

は多くの証拠によって知られている (Burdon,

1995). これは実際には自然に傷が癒える場合

にも見られるものである.怪我や感染に引き続

いて自然に炎症反応が起きるのは,それによっ
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て過酸化水素を生成し,これが線維芽細胞や上

皮細胞の増殖を促し,損傷を修復するからであ

る.そこでBurdon(1995)は,創傷の治癒を

促進するのには,生産コストの高い/ヾイオテク

ノロジーによる成長促進因子を用いるよりも,

むしろ低濃度の過酸化水素を用いる方がいいの

ではないかと提案している.しかし,この点に

ついてはChungetal.(1993)が指摘してい

るように,過酸化水素の濃度が微妙に調節され

ている必要がある.ハチミツは酵素によるゆっ

くりとした生成によって,この過酸化水素濃度

調節をやってのけ,20-95pmol/Lという濃度

で平衡状態に達する (Buntting,2001).長い

間治癒にいたらずにいる創傷に-チミツを塗布

すると,もともと体に備わっているのと同じ治

癒過程を始動させ,それを維持することができ

るのである.

ハチミツ中に生成される過酸化水素は傷にハ

チミツを被覆したときに見られる急速な治癒に

関与する要因にもなっている.上記のような反

応の他に,低濃度の過酸化水素はインスリン受

容複合体を活性化させる (Czecheta1.,1974;

Helm and Gunn,1986;Koshio et a1.,

1988). この活性化は細胞内でのいくつかの分

子的な過程を誘発し,これがブドウ糖とアミノ

酸の取り込みを促進する.それが同化代謝を進

め,細胞の成長につながる.しかし,ここには

さらにひとっの要因が存在する.Tonksetal.

(2001)は,-チミツは単球 (白血球の一種)か

らのサイトカインの放出 (組織修復活性化にお

ける過程の最初の段階で見られる)を促し,ま

た,これは含まれる過酸化水素が高濃度の-チ

ミツよりも,低濃度の-チミツの方が強く促進

することを兄いだした.これらすべての組織成

長を促す効果に加え,-チミツはそれ自体が持

つビタミンやミネラル,アミノ酸,各種の糖な

どの栄養素を成長中の細胞に提供する.

創傷組織へのブドウ糖の補給はまた,感染し

ている細菌に対する食作用を最大化する上でも

重要である.ブドウ糖はマクロファージの ｢呼

吸爆発｣にとっても不可欠で,この反応が,こ

れらの細胞中の殺菌活性の主体となっている過

酸化水素 を生成す る (Ryan andMajno,

1977).また,ハチミツはマクロファージのエ

ネルギー生産の主体である解糖系に必要な基質

を与える.これによって,多くの場合酸素の補

給が足りない損傷した組織中あるいは溶出液中

でも,これらの細胞が機能できる (Ryanand

Majno,1977).さらに,こういった身体の免疫

機構の栄養的な側面での最適化に加え,ハチミ

ツはその生理活性によって免疫機構を強化す

る.Abuharfeiletal.(1999)は細胞培養にお

いて,リンパ球の増殖と血中の食細胞の活性化

が0.1%という低い濃度の-チミツによって促

進されることを兄いだした.同様に,Tonkset

al.(2001)は1%濃度の-チミツが単球を刺激

して,感染に対する免疫機構を多面的に活性化

するサイトカインの放出を促すことを,培養細

胞を用いた実験において発見した.

Tonksetal,(2001)はさらに,すでに細胞

分裂促進因子に曝され,活性化されている単球

が生成した活性酸素を-チミツが減少させるこ

とを明らかにした.これはハチミツの生理活性

として一定の重要性を持ち,図 1に示すような,

炎症反応によって生成された殺菌のための活性

酸素群が,さらに広範な炎症を招き,組織に損

傷を与える現象を抑えるフイ-ドバック機構に

なっている.炎症は痛みを伴うだけでなく,傷

の開口部からのリンパ液の溶出につながる血行

増加を引き起こし,これは対処が困難なことが

多い.また組織周辺をとりまく浮腫は毛細血管

の血行および毛細血管から組織への血液拡散を

制限する.これによって細胞が必要とする酸素

細菌の分裂促進因子▼
白血球による炎症反応′ヽ

プロスタグランジン生成 活性酸††
痔痛,浮腫,体液鯵出 組織損傷

図 1 細菌感染に対する炎症反応

活性酸素は組織に損傷を与えるだけでなく,それ

自体が炎症反応を促進する.-チミツによる活性

酸素除去はこの両方の過程を抑制することになる.



や栄養の供給が低下し,結果として,傷んだ組

織を修復する細胞の成長が抑制されてしまう.

そのうえ,活性酸素はフリーラジカルになり,

あるいはそれを増加させ,周辺組織に損傷を与

える.そのように過剰に炎症を起こした創傷は

治癒しにくくなる.さらに,炎症が長引いた場

合,治癒過程が充分に停止 しないため,線維芽

細胞が過剰に成長してケロイド癖や痘縮,線維

症などに至るという問題が生 じることもある.

これには,おそらく,後述するようにフリー

ラジカルを除去する-チミツのもつ抗酸化活性

自体の関与もあると思われる.しかし,創傷の

-チミツ被覆によって疲痕を最小限にとどめる

ことができたことに関しては,-チミツの抗炎

症活性の方が,すぐれた効果を示 したといえる

だろう.ハチ ミツは直接的な抗炎症作用を示

し,これは炎症を引き起こしている細菌類に対

する抗菌活性による二次的なものではない.ハ

チミツの抗炎症作用は,感染のない状態で傷を

負わせた動物を用いた組織学的な実験によって

も証明されている (Burland,1978;Kandilet

a1.,1989;Guptaeta1.,1992;Postmeseta1.,

1997;OryanandZaker,1998).また,モル

モットの手根関節部の炎症の固さを軽減した実

験でも直接示されている (Church,1954).

フリーラジカルの除去力を測定した結果,-

チミツが有意な抗酸化性を有することは明らか

になっている (Frankeleta1.,1998).この-

チミツの抗酸化活性は,スーパーオキシド生成

を元にしたキサンチンーキサンチンオキシダー

ゼ-ルミノール反応における化学発光の阻害に

よっても実験的に確認 されている (Aliand

Al-Sweyeh,1997).またフェントン反応を通

じて過酸化水素からフリーラジカルが生成する

過程を,鉄を分離することによっても阻害する

(Buntting,2001).もちろん,炎症反応を引き

起こしている感染細菌を急速に死滅させること

で,ハチミツの抗菌活性も大きな役割を果たし

ているのも事実である.

ハチミツの抗菌活性

細菌が病気の原因であることが明らかになる
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2000年以上前に,当時の医者はある種の-チ

ミツがある特定の病気の治療にもっとも適 して

いるということに気がついていた.ディオスコ

リデス (紀元 50年頃)はアッティカ (古代アテ

ネ地方)産の淡黄色の-チミツが ｢腐敗 して,

くぼんだ潰疾全般に最 もよい｣としている

(Gunther,1934).ア リス トテ レス (紀元前

384-322年)は,数種の-チミツについて比較

をして,｢結膜炎などの眼病や創傷用の膏薬に

は淡色-チミツがよい｣としている(Aristotle,

350BC).こうした知識は医療関係者には長い

間忘れられてきたが,世界中の民間療法におい

ては-チ ミツは綿々と使 い続けられてきた

(Molan,2001b).ニュージーランドの民間療

法の中ではマヌカハチミツがその防腐効果の高

さで評判がよく(K.Simpson私信),それがき

っかけでワイカト大学で研究が始められた.そ

して尋常とはいえない抗菌活性が見つかったこ

とで,この生理活性だけでマヌカハチミツは世

界中にその名を知られるようになった.

-チ ミツの抗菌性は1892年にvanKetel

に よ って最 初 に確認 され た (Dustmann,

1979).抗菌性 に関連す る研究 については

Molan(1992)の総説がある.この抗菌活性は

主にハチミツ中の酵素によって生成される過酸

化水素によることが明らかになっているが,い

くつかの研究が付加的な微量抗菌物質について

言及 している.Allenetal.(1991)はニュージ

ーランド産の,26種の蜜源由来の345検体の

-チミツについての調査をおこない,カタラー

ゼを添加して過酸化水素を分解 しても,ひとつ

の 蜜 源,す な わ ち マ ヌ カ (Leptospermum

scoparium)由来のハチミツだけは有意な抗菌

活性を保ったと報告 している.これは世界中の

他の-チミツについての同様の研究の中でも,

過酸化水素由来ではない抗菌活性の主要因があ

るという点で特筆すべきものである.オースト

ラリアでも,78種の蜜源由来の340検体のハ

チミツについて調査をおこない,マヌカと同属

のjellybush(L.polygalifolium)について同

様の発見をしている (クイーンズランド州主要

産業局C.Davis私信).



158

この新 しい抗菌活性についてはその後マヌカ

ハチミツを治療薬として利用する可能性を検討

する目的で研究が進められた.この中で,過酸

化水素による抗菌活性を持つ通常の-チミツと

の比較が行われた.Allenetal.(1991)は蜜源

の異なるハチミツのうち,かなりの部分は低い

活性しか持っておらず (35%の検体は寒天拡散

法による検出限界付近,あるいはそれ以下の活

性しか示さなかった),残りは活性に30倍の幅

のある正規分布を示した.マヌカハチミツの非

過酸化水素活性についても同様の分布となっ

た.そこでこの研究では,マヌカの特性となる

抗菌活性についても,一般のハチミツにおける

過酸化水素による抗菌活性についても,それぞ

れ活性の中央値近傍のものを代表として選んで

効果を調べることにした.マヌカハチミツは低

レベルの過酸化水素による抗菌活性をもつもの

としても選び,実験によってはカタラーゼによ

って-チミツ中の過酸化水素を分解 ･除去 し

た.結果は表 1に,供試 した微生物の成長を完

全に止めることのできるハチミツの最小濃度

(%Ⅴ/v)で示 した.

これらの結果から,マヌカ-チミツを臨床で

利用するとした場合に充分な殺菌効果を期待で

きるレベルの抗菌活性が示された.しかし,多

くの場合,マヌカ-チミツが一般の-チミツに

較べてその活性で大きな差があるということは

なかった.とはいうものの,マヌカハチミツが

他のハチミツよりも医療の現場で利用された場

合に,より効果があると考えられる根拠がいく

つかある.過酸化水素を分解する酵素カタラー

ゼは組織や血清中に含まれており,したがって

過酸化水素依存の-チミツの抗菌活性は,カタ

ラーゼを含まない培地内での実験結果よりも低

い活性となると予想される.また,過酸化水素

を生成する酵素は-チミツが希釈されるまでは

不活性で,またハチミツの低 pH下においては

活性が低い.双方の-チミツが希釈され,培地

上で中和された条件下であれば,ほぼ同等の抗

菌活性を示すとはいえ,一般の-チミツは体液

では充分に希釈されず,また中和もされないた

め,実際の治療の場面では,マヌカハチミツの

方が組織に浸透 し,高い活性を示すことになる.

しかし,ここで忘れてはならないことは,表

1の結果は, あくまでも活性の中央値を示した

ものであるという点である.マヌカ-チミツが

特異な抗菌活性を有するということがわかって

から,すべてのマヌカ-チミツが治療効果があ

るわけではないということを無視 して,模出不

能なレベルの抗菌活性しか示さない多くのマヌ

カ-チミツが市場に出回るようになってきてい

る.そこでわかりやすい規格を考案することで,

購買者が売られている-チミツの抗菌活性を知

ることができるようにした.これは黄色ブドウ

表 1 マヌカ-チミツおよび一般的な-チミツの各種被検菌に対する最小生育阻止濃度*

披検薗種 被検数 ノ:fミモノ =警 ヲ 出 典

創傷感染菌の普通種

創傷から分離したシュードモナス属

臨床分離された黄色ブドウ球菌

流行性MRSA (メチシリン耐性黄色ブドウ球菌)

∀RE(パンコマイシン耐性腸球菌)

臨床分離されたβ-溶連菌

班胞性繊維症の患者の嬢か ら分離 された

Burkholdenacepacia
白癖を誘発する皮膚糸状菌

胃潰癌生検から分離したHelicobactarPylori

(ビロリ菌)

胃腸炎を誘発する細菌

乳牛の乳房炎を誘発する細菌

7種 1.8110.8 2.6-71 Willixetal"1992

20種 5.5-8.7 5,8-9.0 CooperandMolan,1999

58# 2-3 3-4 Copperetal"1999

82株 4-7 3-7 Alleneta1.,2000

56# 5-10 8-20 A11eneta1.,2000

16株 4.5-9.7 5.3-9.8 Coopereta1.,投稿準備中

20株 2.1-5.0 2.8-5.3 Coopereta1.,2000

7種 10-50 5-20 Bradyeta1.,1997

7株 5 >40 AISomaieta1.,1994

12種 2-11 3-8 Bradyetal.,投稿準備中

7種 5-10 5-10 AllenandMolan,1997

事ハチミツの希釈濃度 (%V/V)を中央値 (範囲)で示す (数字が小さいほど効果が大きい)



球菌StaphylococcusaureusATCC9144を用

い,フェノールを対照標準とした,寒天拡散法

による抗菌活性試験を元にしている (Allenet

a1.,1991).一般に普及 している日焼け止め剤

のSPF規格(SunscreenProtectionFactor)に

倣って,"UMF"規格をマヌカ-チミツの商品

ラベルに用いるようになった.UMFはUnique

ManukaFactorの略で,非過酸化水素由来抗

菌活性を示す.UMFで用いられる数字はその

濃度のフェノールと同等の抗菌活性があること

を意味している.例えば,UMF15のハチミツ

は15%のフェノールが黄色ブドウ球菌に対 し

て示すのと同じ抗菌活性を有するということに

なる.UMFは活性のあるマヌカハチミツの生

産者団体によって乱用防止目的で商標登録され

ている.この商標を利用する許可申請のために

は試験基準を遵守することが求められている.

マヌカハチミツの臨床例から

市場で入手できる活性の高いマヌカハチ ミ

ツ,さらにそれをガンマ線照射 (活性が低下し

な い ことは確認 済 み,Molan and Allen,

1996)で消毒したものを用いて行われ,報告さ

れた臨床試験の結果は注目に値するものであっ

た.このうち3つは,MRSA (メチシリン耐性

黄色ブドウ球菌)感染した創傷にUMF12のマ

ヌカハ チ ミツを用 い た治 癒報 告 で あ る

(Dunford eta1.,2000;BettsandMolan,

2001;Natarajaneta1.,2001).別の報告で

は,シュードモナス,黄色ブドウ球菌,腸球菌

の重感染による髄膜炎菌敗血症によって全身に

広がった重篤な皮膚潰虜で,しかも9か月に渡

る種々の集中治療では効果の見られなかったも

のが,同じくUMF12のマヌカ-チミツで,短

期に治癒した (Dunfordeta1.,2000).さら

に,Cooperetal.(2001)は化膿性汗腺炎で膿

虜の再発を22年に渡って繰り返 し,過去 3年

間治癒しなかった外傷があり,3度の外科手術

による感染組織の摘出や多種多様な抗生物質や

消毒剤,創傷被覆を用いていた患者の例を報告

している.この症例でも,UMF13のマヌカハ

チミツの被覆により1か月以内に治癒 し,その
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後2年間感染の再発が見られていない.また別

の例では,壊死性筋膜炎による損傷を外科手術

で除去 した傷が,術後 シュー ドモナスに感染

し,皮膚移植が困難になっていたところに,

UMF12のマヌカハチミツを被覆して感染を浄

化 し,その後の皮膚移植 を成功 させている

(Robsonetal"2000).BettsandMolan

(2001)はさまざまな感染を受けた傷 (静脈性

下腿潰虜,複合感染下腿潰癌,糖尿病誘発性足

部潰癌,裾癒,未治癒の移植片供与部,膿虜,

腫脹,毛巣嚢胞,および下肢の手術による感染

創傷)にUMF12のマヌカハチミツを試 し,そ

の結果,感染は急速に鎮静 し,1例を除いてす

べて完治したと報告 している.その 1例では,

動脈血の循環が基本的にうまくいかず,組織を

生かすことができなかったのが原因であった.

ハチミツの生理活性の研究は今後も続く

多くの医療関係者が,薬学的に製造されたも

のだけが価値があるという信仰に固執している

ため,ハチミツの効果に関しては,通常,新薬

認可に必要とされる以上の,高度の効果基準を

提供することが必要となっている.現在その目

的のため, リバプールにあるアィントリー病院

で,下月退部潰癌の治療におけるマヌカ-チミツ

と最新薬との比較試験が行われている.また,

クライストチャーチ病院の眼科では眼絵炎の治

療に-チミツが効果があるかどうかの試験が行

われている.シカゴのイリノイ大学の口腔外科

では埋伏智歯 (親不知)の除去後の歯槽骨炎の

予防にハチミツを使っている.オタゴ大学の歯

学部では歯垢と歯肉炎を軽減するために-チミ

ツを用いている.ある臨床試験では,癌性の創

傷に待期療法 (バ リアティブ･ケア)としてハ

チミツを使うことが検討されている.また,獣

医学分野でも,乳牛の乳房炎,豚,鶏,子牛の

胃腸炎の予防試験が計画されている.

抗酸化活性や抗炎症活性に関して,こうした

活性の強い-チミツを選択的に販売できるよう

にするための活性評価試験や,またそれらの活

性の元になる要因についての研究が進行中であ

る.さらに,-チミツ中に含まれる免疫反応を
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刺激し,創傷組織の成長を促進する因子,ある

いは皮膚細胞や粘膜から細菌を排除する因子に

ついてもそれを突き止めるべく研究が行われて

いる.こうした活性を評価する試験方法の向上

ら,そうした活性を持っハチミツの市場での選

択に貢献するであろう.

おわりに

これまでの研究によって,-チミツ中には数

種の生理活性物質があることがわかってきた.

このような知識の伝播によってハチミツが治療

用の薬として有用であるということが一般に受

け入れられ,また同じように,その利用への理

解が,医療従事者の中で急速に高まるようにな

るだろう.ハチミツには治療効果を含む多様な

生理活性があることは,個々の活性因子の同定

やそれらの合成品の利用に走るのではなく,む

しろ天然物を使うというより魅力的な選択肢を

提供 しているのである.

(著者の住所は下記参照 翻訳 中村 純)
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Honeyhasbeenusedasamedicinesincethe

mostancienttimes,andhascontinuedtobe

usedinfolkmedlCineeversince.Despitethe

manypubHshedcllnicalreportsofthetherapeu-

tic effectiveness of honey since its "re-

dlSCOVery"bythemedicalprofessioninrecent

years,ithasnotbeen wellaccepted asa

remedyinmodernmedlCine.However,thees-

tablishmentbyresearchthatthereareblOaCtive

componentsinhoneyisleadingtoarapidly

incl-easinguptakeofitsusagebycliniciansas

wellasbythegeneralpubllC.Becauseofits

viscosity,honeyprovidesaprotectivebarュ.ier

whichpreventscross-infection.Italsocreatesa

moisthealingenvironment,whichgivesopti-

mumhealingwithnopittedscarresulting,and

allowscleaningupwoundsbyallowingprotein-

dlgeSting enzymes in the wound tissue to

detachadherentdeadcellsandBbl･1nClots.

Theremarkablyrapid actionofhoney ln

dolngthisisduetotheactivationofthepro-

teln-digestingenzymesbythehydrogenperox-

idethatisproducedbytheglucoseoxidase

enzymeactivityinhoney.Thehydrogenperox-

1deproducedinhoneyalsoaccountsforthe

veryrapidheallngthathoneyachleVeS,aSit

activatesnucleartranscriptionfactorswithin

fibroblastsandepithelialcellstostimulateceH

growtll,andactivates insulinreceptorsoncells

togiveananaboliceffect.Honeyalsostimu-

latesreleaseofcytokinesbyleukocytes,which

alsoactivatethehealingprocess.Thecytokines

releasedalsoactivatethemanyfacetsofthe

immunel̀eSpOnSetOinfection,thussupplement-

ingthedirectantibacterialactionofhoney.Yet

honeyalsohasamodulatingactionon the

immuneresponsetobacterialstimulation,thus

preventinginfectionfrom causingexcessivein一

日ammation Honey also has a directanti-

inRammatoryactlOn,andagoodantioxidant

content,thuslnVariouswaysitprotectstissues

from thedamagingeffectsofthefreeradicals

thatareproducedininRammation.

Thefindingthattherearemultiplebioactive

componentsInvolvedinthethel~apeuticaction

makesltamuchmoreattractiveoptiontouse

thenaturalproductratherthantoattemptto

Identifyindividualactivecomponentsanduse

synthesizedcopiesofthose.

編集委員から

本稿はGlobalBioactivesSummit(New Zea-

land Dairy Group主 催)で の講 演 "Manuka

honeyasamedicine"を,著者の同意により改題し

たものである.

本稿にも引用されている著者の総説を含んだ

"HoneyandHealing"(2001,IBRA発行)が邦訳さ

れ,10月にフレグランスジャーナル社から ｢ハチ ミ

ツと代替医療｣(Mann&Jones編,松香光夫監訳)

として発行された.合わせて読まれることをお勧め

したい.


